
蝶は愛執の檻にとらわれるの漫画の感

想レビューに関するアンケート調査結果 
■アンケート調査概要 

調査目的 蝶は愛執の檻にとらわれるの漫画の感想レ
ビューに関するアンケート調査 

調査対象 蝶は愛執の檻にとらわれるを読んだことのあ
る20代～40代の男女10名 

調査期間 2025年4月9日～2025年4月10日 

調査方法 インターネット調査 

モニター提供元 クラウドワークス 

データ使用サイト https://glucks-web.co.jp/manga-zenkan/cho
haaisyunoorinitorawareru/ 

■アンケート項目 
Q1：年代と性別を教えて下さい。 
Q2：蝶は愛執の檻にとらわれるを実際に読んだ感想を教えて下さい。 

Q1：年代と性別を教えて下さい。 

20代男性 0人 

20代女性 1人 

30代男性 1人 

30代女性 3人 

40代男性 2人 

40代女性 3人 

50代男性 0人 

50代女性 0人 

Q2：蝶は愛執の檻にとらわれるの面白いところやいいところなどの感想を教
えて下さい。 
アンダーグラウンドな世界で繰り広げられる、禁断の恋愛にドキドキできるのがこの作品の魅力ではないかと思い

ます。ヒロインと警察官、そしてマフィアのボスというかなり癖のある三角関係が展開されていくのですが、お互い

に敵対しているだけあって緊張感が半端じゃないです。恋愛だけでなく、組織ぐるみの人間関係など複雑な要素も
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あり、それが読みごたえに繋がっていると思いました。 

この作品の主人公朱葉がとにかく綺麗で魅力に溢れていますね。夜のキャバクラで働いているのですが天涯孤独

という部分にすごく惹かれてしまいます。1人でも精一杯人生を生きようと努力している姿に心動かされる感じで見
ていてたまりません。そんな朱葉には同じ施設で育った武尊がいるのですが、彼と一緒に生活を共にしている姿も

必見ですね。2人の関係がとにかく微笑ましいです。 

15年前に生き別れてしまった魁と再会した朱葉の姿がとにかく印象的でしたね。ずっと探していたのでようやく会え
たことを武尊に報告しているあどけない姿になんだか嬉しさが込み上げましたね。でも一方で武尊は朱葉を魁には

会わせたくなかった感じで複雑そうな表情を浮かべていたのも印象的です。武尊は朱葉のことが好きですから魁

に取られてしまうと心配したのでしょうね。そういう恋愛に関しての複雑なやりとりが面白くてどんどん物語の中に

のめり込んでしまいました。 

幼い頃に同じ施設で生活を共にしていた幼なじみである朱葉と武尊と魁の複雑な関係が今後どうなっていくのか、

先の展開が読めない面白さがあります。気持ちの上では完全に朱葉と魁がお互いを想い合っているようですが、

魁はマフィアである自分から朱葉を遠ざけようとしているため、２人が結ばれる道は非常に険しそうです。一途に朱

葉を愛し、彼女を支え続けてきた武尊が報われる展開は朱葉の態度を見るに今のところはあまり期待できそうに

ないですが、武尊と魁の職業柄今後状況が変わる可能性は十分にあるので、続きがとても楽しみです。 

朱葉たちがいた児童養護施設の寮母さんが何者かの手によって命を奪われたと思われる１５年前の事件につい

ては今のところまだ謎に包まれており、真相が明かされるのが非常に待ち遠しいです。血まみれの彼女の手に残

されていた「四龍会」のピアスが魁や彼の部下たちの耳にも着いているので、中国マフィアと関係があるのは確実

でしょうが、寮母さんは巻き込まれただけなのか、それとも彼女も関係者だったのか、謎は深まるばかりで好奇心

をかき立てられます。 

幼くして両親を亡くし施設で育った朱葉は、幼なじみで彼氏でもある武尊と同棲しながら夢のためにキャバ嬢として

働き、一方で同じ施設で育ち行方をくらましてしまった魁のことも忘れられずにいて、これではいけないと思いなが

らも、ついつい手掛かりを追ってしまうところに、執着に似た愛を感じました。一緒にいても心此処にあらずな彼女

に対しモヤモヤを抱えながらも離れることのできない武尊と、ヤクザになってしまった自分とは関わりを持たないほ

うが幸せだとはわかりつつも、朱葉のことを側に置いておきたくなる魁の入り乱れる感情が上手く描かれていると

思いました。 

蝶は蝶でも夜の蝶だったわけですね。まさかのキャバ嬢・マフィア・警察官。異色過ぎる取り合わせが面白い。そも

そもは幼馴染・更には１５年前に生き別れてしまった初恋の相手。それが、こんなにも違った立ち位置となっていた

とは。悲しくも華やかなる夜の世界、そのイラストもまた鮮やかで一気に入り込むことができました。 

『鬼の千年恋』の七海月先生の最新作ということで読む前からかなり期待していたのですが、期待通りめちゃくちゃ

良かったです...！ 
なんといってもとにかく七海先生の描くイラストが綺麗で、作品全体に漂う耽美な雰囲気が性癖ドストライクでし

た！ 
特に好きなキャラクターは武尊で、それ以外にもどのキャラクターも大人びた色気を感じさせてくれて読んでて本当

にドキドキ出来るのでオススメです！ 

キャバ嬢×マフィア×警察官というやばすぎるトライアングルから目が離せません。どうなっていくのかシチュエー
ションだけでめちゃくちゃおもしろそうだからいいですよねー。非日常的な要素が楽しめそうだからめちゃくちゃきた

いしてしまいます。わたしもこういう三角関係にあこがれてしまいますね。めちゃくちゃよさそうです。 

幼なじみで警察官をやっている武尊(ほたか)と同棲しながらキャバ嬢として働いている天涯孤独な主人公・朱葉
（あげは）、そんな彼女がある日のトラブルをきっかけに初恋の人・魁(かい)と再会するも、彼はマフィアの頭になっ
ていて...という内容のお話です。 
三人の三角関係がとにかく切なくて、イラストも綺麗だからめちゃくちゃ引き込まれる作品でした...！ 
とにかくキュンキュンしたい方、胸が締め付けられるような恋を見たい方に超オススメです！ 
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